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学級経営・学級集団➡学級風土／学級文化／共同体としての集団

・学級の子供たち一人一人が主役
・その個性を尊重し合うことができる居場所

ポジティブな学級共同体はUDLを支える。
（Jon Mundorf,2016）

UDL➡足場的支援（足場作り）
学級集団づくり➡基礎工事



UDLの視点を活かした学習（指導）⇔学級集団

＊学級風土・学級文化・共同体としての集団を含む

学級に影響を与える要因
・児童生徒同士の人間関係の在り方
・学級の集団としての雰囲気や状態
・教師の学級経営や指導・援助の在り方



■インクルーシブ教育が求められる背景

「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な配慮を必要とする児童生徒に関する全
国実態調査」
▶通常学級に在籍する児童生徒のうち，「知的発達に遅れはないものの学習面または行動面で
著しい困難を示す」児童生徒の割合は6.5％ である。（文部科学省，2012）

▶こうした児童生徒のうち，「学習面または行動面のいずれかの支援が行われている児童生
徒」は55.1％で，「いずれの支援も行われていない児童生徒」は38.6％（文部科学省，2012）

▶通常学級においても，障害の有無に関わらず，すべての子供の学びを保障す
るものとしてユニバーサルデザインの考えが注目

学校教育法施行令の改正（文部科学省，2013）によって，就学先の決定は，「本人・保護者の
意見を最大限尊重」すると規定された。
▶就学に際して，先述の理念から，通常学級において障害のある児童生徒が，更に増えること
が予想される。



■バリアを感じる児童生徒の学級適応状況

50%以上が学級に適応できないという現状

学級に満足感を得ている児童生徒は全体の16%に留まっている。（深沢・河村，2016）

・特別な支援を要する児童生徒の学級適応感は低い
・学級内で認められることが少ない
・いじめやからかいなどを受けやすい



「ユニークな個性をもった子どもたち」の傾向

①孤立して，排斥されている

②ネガティブなことはされていないが，特別視されている

③自然に周りに溶け込んでいる

どんな子も受け入れられる学級集団へ

→さりげなく，確実に展開していく。

その際のキーになるのが・・・

■バリアを感じさせない学級集団づくり



ふだんの指導を少し見直すだけでも、
子どもの学び方に寄り添った授業に変えられる。

そのための指針になるのが、

Universal Design for Learning

学びのユニバーサルデザイン



「授業づくり」の在り方のみを変革する ×

・UDLの視点を活かしながら柔軟性のある「授業づくり」

・多様性を包含する「学級集団づくり」

どちらか一方だけを行うのではなく，さりげなく，しかも確実に

双方セットで取り組む必要がある。

■担任に求められること



多様性を包含する学級集団づくりを妨げるのは…

学級担任の「みんな同じ！」をよしとする教育観。

（「こうあらねばならない」という教師の閉鎖的な価値観）

➡真面目な教師ほど多い。

「みんな同じ」を良しとする同調圧力の強い学級風土が形成

➡同一行動をとれない子どもが受け入れられず，排除されるようになる。

■バリアを感じさせない学級集団づくり

▶「画一的な集団があって，その中にいろいろな児童生徒がいるのだ」という「全体像ありき
で部分を見る」という見立てではなく，「いろいろな児童生徒が集団を構成している」という
「部分から全体像を見る」という見立ての転換が生じている。（佐々木・我妻，2015）



▶多様性を認め合う土台づくりが必要である。
→多様性の素晴らしさを実践に落とし込む。

▶授業を通して自分にはどういう学びが合っているのかということを自己理解していく。
（野口，2016）

▶学級集団の在り方として，「友達の様々な自力解決」を認め合える雰囲気づくりもとても
大切であること，このサイクルを繰り返していくことで，「わからない」が言える雰囲気，
みんなで分かろうとする意識，相手の考えを尊重しようとする風土が育まれる。
（懸川，2014）

●UDLを最適に実施するためには，児童と教師の協働が必要である。
●ポジティブな学級共同体はUDLを支える。（Jon Mundorf,2016）

■バリアを感じさせない学級集団づくり



複数の多様な学習方法の方法や活動方法を提示し，その後，「子どもたち個々が，
自己選択・自己決定することは当たり前」という風土をつくる。

➡「みんな同じという同調圧力」が生まれにくくなる。
誰もが気軽に選択するので，「特別感」がなくなる。

■バリアを感じさせない学級集団づくり



■バリアを感じさせない学級集団づくり

上級になるほど，自らが学習に適したオプションを選択したり，学習の到達度を
認知したりすることに加え，多様な考えを統合しながら学習することが求められ
ている。

➡協働する学級文化を形成すること



・活動・学習目標として，求める姿や行動の在り方を明確に示す。

・子どもには，選択する意義・考え方をしっかり理解させた上で選択肢

（オプション）から選ばせて行動させる。

➡ただし，単に「自由にやってごらん」は逆効果！

自由度を生かせる個人及び学級（風土／文化）であればこそ，

よりUDLの視点を活かした授業が効果を発揮する。

■本日のまとめ
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ご清聴ありがとうございました。
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